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び側坐核においてドーノfミン受容体(DIR 、D2R) の発現を Real-time PCR 及びウエスタンプロットを用いて
測定した。その結果、母子分離群の雌マウスにおいて噌好性食餌に対する報酬行動の低下と側坐核にお
けるドーノミミン Dl 受容体の発現低下が認められた。さらに、ドーパミン Dl 受容体の発現変化の分子基盤
を明らかにするため、プロモーター領域において DNA のメチル化状態について解析した。その結果、母子
分離群の雌マウスで、は対照群と比較し、プロモーター領域におけるメチル化の増加が認められた。また、雄
マウスについては、報酬行動やドーノfミン受容体の発現に母子分離による変化は認められなかった。これ
らのことより、雌マウスにおいて母子分離は、エピジェネティックな DNA のメチル化を介して、側坐核のドー
パミン Dl 受容体の発現低下を引き起こし、報酬探索行動の異常を惹起することが示唆された。本研究は、
幼少期における劣悪な養育環境が成長後の報酬探索行動および、報酬系神経回路に影響を及ぼす分子
基盤の解明に寄与し、また幼児虐待が発症要因となる精神神経疾患の予防・治療法の開発に繋がる可能
性を示唆しており、有意義な研究と評価される。
